












































































































かし、現実の生活においてはこうした教理的 はほとんど実践されることがない。本来の教えは書物にあり 敬意を払われているが、心はそこにあらず、相反す ことが実践さ ている。実際に生活を支えるのは功徳を積んで死後に天界、ないし人間世界の恵まれた環境 再 したい という現実的姿勢である（
S.C
haudhuri,1982 ） 。仏教の無我説は理念として受容しつつも、現



















信者たちは伝統的なカーストをすて ない。カースト制度の外に「仏教徒社会」があったわけでもない。日常儀礼はヒンドゥーとしての慣行をまもり がら、信仰 生き方の面で仏教の教えを奉じていた。その意味では社会的にはヒンドゥー教徒であり、信仰面では仏教徒だったと言っていい。日本の熱心な仏教信者が同時に地域の氏神様を護り、神道信者であるのと似ている。　
インドが分離独立する以前の英領「インド」には四十数万人の仏教徒がベンガル地方に住んでいた（人口比〇
・一％） 。それが
一九四七年の分離独立以後 、インド国民とし の 十八万人（〇
・〇五％）で、その差の約二十六万人は当時の東パキ
スタン、その後独立 今のバングラデーシュに所属し いた。国籍は違ってももともと同じベンガル仏教徒で、カルカッタにある「ベ ガル仏教協会」の本部などを根拠に両国の僧侶たちは自由に往来していた。　
ベンガル仏教協会のカルカッタの寺院 創建 一九〇三年で、私が留学していた頃はダルマパーラ（ベンガル語の発音ではド










・ブディスト」 （ 「新仏教徒」 ）の成立という大きな問題が起こった。私が留学して数ヶ月たったころであるが、一九五
六年の十月十四日、Ｂ． Ｒ． ア ベードカル博士 指導により、不可触
000
カーストであるマハールがヒンドゥー教を捨て仏教に集団





















信者たちに学ぶようにと説いた内容が伝統的な仏教教理や釈尊伝とかなり異なっているからである。釈尊が悟り、説かれた仏教は宇宙の真実、 （仏）法を識り、自我に基づく「苦」を解決する宗教である。内なる自己に向き合うことを根本とする。そのために外の社会的事象 対しては二次的な関心しか示さないという姿勢はたしかに 仏教が非社会的な宗教だなどと批判される原因はここにあると言っていい。　
しかしアンベードカルは自己実存に悩んだことはない。かれが仏教に改宗したのはあくまでも社会的差別を認めず、カースト




五九年のことである。この年に私はまだインド滞在中で、今にして思うとインド仏教史の大きな変化が起こった時代に私はインドに住んでいたことになる。チベット仏教 今日 はインド 定着し、経済的な影響を与えるまで発展している地方もあるときいている。　
こうしてみてくると、 「インド仏教」などと一口で語れるもので ない。成立の経緯も教理も実践も異なる種々の 、宗派が
併存している。日本と同じだが、 かし、それを纏める「全 本仏教会」のような組織はない。私はそうし 組織 、インドでは、おそらく出来得な であろう 思っ 。
44
一九五〇年代後半のベンガル仏教（追想） （奈良）
　
私はインドの仏教徒たちが協力して、仏教精神をもって人々の幸福、平和のためにつくしてくださることを祈念している。

『新アジア仏教史』第一巻より一部抜粋
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日蓮学
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